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本を読もう

読書は人生を豊かにする―。

『すいかのプール』
アンニョン・タル  作 ／
齋藤真理子 訳／岩波書店

真夏の太陽の下、すっかり
すいかが熟したら、すいか
プールが始まります。「さっ
くさっく」と歩いて、「しゃ
ぽん」と飛び込む。柔らか
い絵と短い言葉でつづられ

ていますが、その豊かな表現から、すいかの感触ま
で伝わってきます。子どもはもちろん、大人もこの
本と一緒に、暑い夏を楽しんでください。

『みつばちと少年』
村上しいこ 著 ／ 講談社

集団の中でうまくやっていけ
ない松井雅也は、中１の夏休
みを利用して、養蜂場で働く
おじさんのいる北海道へ行く
ことに。雅也が寝泊まりする
ことになった「太陽の家」で
暮らす５人の子どもたちや、
そこを運営しているおばあさ

んやみんなとの交流、養蜂の仕事の手伝い、イカめし
コンテスト出場。自然豊かな北海道でのひと夏を通じ
て、雅也の心に変化が起こります。児童用図書ですが、
大人でも十分楽しめる一冊です。

『鬼談百景』
小野不由美 著 ／メディアファクトリー

そこから仏間をのぞくと地獄が見
えると言われている欄間、不用意
にしてはならない赤い服の女の
話－。ひとつひとつは短く、不思
議な結末もあり、身の毛もよだつ
ような怖い話ばかりではありませ
ん。しかし、それが九十九話も
続くとじわじわと怖さが降り積も
り、一人きりの夜は後ろを振り返るのをためらってしまう
ほど。暑い夏のお供に、百物語はいかがでしょうか？もっ
と涼しくなりたいという人には、同じ作者の『残穢』も
おすすめです。

『猫のはなし』
「猫びより」編集部  編 ／ 日本出版社

我が家の猫たちは、冬はこぢんまり
と丸くなっていたり、こたつの中に
身を隠していたりと、あまり存在感
はありません。しかし夏になると一
変し、え！こんなに長い体をしてい
たのかと驚くくらい長く伸びます。
猫は不思議な生き物です。この本は、
現代の名文家たちがつづった猫のエッセイ集。猫好きなら
うんうんとうなずいてしまう話や、思わず涙が出てしまい
そうな話など、いろいろな話の詰め合わせです。

『涼のある暮らし』
リンネル特別編集 / 宝島社

今年も暑い夏がやってきまし
た。エアコンが効いたお部屋
もいいですが、できるだけ自
然な状態を保ちながら涼感を
取り入れ、無理なく暑さを乗
り切りたいものです。暑さと
上手につきあう知恵が満載の
一冊をどうぞ。

～ summer ～

読書で暑い夏を乗り切ろう！

この夏、町図書館があなたに届けたい

おすすめの一冊を紹介します。

問合せ / 町図書館（電話 72-1300）
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町
内
の
集
落
を
回
っ
て
み
る
と
、
若
者

は
日
野
町
を
離
れ
、
高
齢
の
夫
婦
や
一
人

暮
ら
し
の
人
が
多
く
、
山
間
部
で
は
高
齢

化
率
が
70
％
に
達
す
る
現
状
。（
老
い
て
い

く
の
は
、
誰
も
が
必
ず
通
る
道
で
す
）

　

特
に
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
家
に
閉
じ
こ
も

り
の
生
活
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
う
し
た

中
、
お
宅
に
伺
っ
て
話
を
す
る
と
喜
ば
れ
、

時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
話
し
込
む
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
集
会
所
な
ど
に
集
ま
っ
て

交
流
し
、
助
け
合
い
や
活
性
化
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
町
は
、
中
・

高
年
者
を
対
象
に
百
歳
体
操
を
推
進
し
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

終
了
後
は
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
、
お
楽
し
み
の
お
し
ゃ
べ
り
。
お

話
は
盛
り
上
が
り
、
さ
ら
に
活
性
化
に
拍

車
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中

で
、
集
落
の
状
況
を
皆
で
話
し
合

い
、
内
容
に
よ
っ
て
は
専
門
家
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
集
落
の
維

持
・
存
続
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
活
動
に
も
明
る
い
展
望
が
開

け
る
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
る
た
め
、
支
援
員
と
し
て

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
集
落
支
援
員
か
ら
見
た
視
点
～

【担当集落】
奥渡・真住・高
尾・後谷・金持・
板井原

集落支援員
松本利秋（秋縄）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

何
を
す
る
に
も
元
気
が
一
番

楽
し
く
幸
せ
な
生
活
を

送
る
た
め
に

元
気
で
住
み
よ
い
『
ま
ち
づ
く
り
』

　
一
部
の
都
市
を
除
い
て
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
特
に
、
日
野
町
は
加
え
て
過
疎
化
が
進
み
、
高
齢
化
率
が

50
％
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
状
況
は
、
年
々
進
ん
で
い
き
、
集
落

に
よ
っ
て
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
と
い
う
展
開
へ
も
近
い
将
来

急
速
に
進
ん
で
い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち

は
集
落
の
維
持
・
存
続
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
考
え
、

課
題
克
服
に
向
け
て
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
集

落
支
援
員
は
、
自
治
会
長
等
を
通
じ
て
、
集
落
・
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
お
手
伝
い
す
る
の
が
仕
事
で
す
。

住みよい地域、住んでよかったと言える日野町
をつくりたいと考えています。よろしくお願い
します。

百歳体操で健康づくりに励む（奥渡地区）百歳体操で健康づくりに励む（奥渡地区）


